
考究心を原動力に！
　        市西から未来へ！！
考究心を原動力に！
　        市西から未来へ！！
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第３章 実施報告書  

 

①研究開発の課題 

(1)研究開発テーマ 小中高連携の学び合いによる生徒の探究スキル及び主体性の向上について 
 

(2)研究開発の経緯 

令和５年度「西宮教育推進の方向」では、「子供の様子や地域の課題に応じた、校種間の具体

的なつながりを全市で推進する」取組を重点項目の一つとしている。特に、縦のつながりとして

「西宮型小中一貫教育・中高の連携」を推進することとし、本校には、さらに理数教育の推進を

積極的に進めることが望まれている。 
 

(3)研究開発の目的・目標・仮説 

主体的な活動が特に必要となる課題研究に着目し、高校に入学してから、課題研究に対する意

欲の向上を図るだけではなく、小学校の自由研究、中学校の課題研究等を生徒自身の中で有機的

につなげることにより、知の連続性が確保され、高校で取り組む課題研究がより高度で深いもの

となる。また、多くの発表の機会を設定し参加させることで、生徒の自己効力感が高まり、口頭

発表やポスターセッションへの参加意欲が向上し、さらには、他府県の生徒、海外の生徒と交流

したいという主体性が育成されると仮説を立て、本実践を実施し、小中学段階での探究スキルの

向上、課題研究に対する専門的知識等の定着や主体的に学ぼうとする意識の変容等を検証する。 

 具体的には、本校生徒が、小学生の自由研究、中学生の課題研究等への助言を定期的に行うこ

とで、小中学生の探究スキルの向上が期待され、本校生の学び直しと、新たな発見も期待できる。 

また、毎年本校で開催される「西宮市中学生理科発表会」に参加し、質問・助言等を行うこと

によって、コミュニケーション力の育成を図る。 

探究活動の先行研究から、発達段階に応じた支援の在り方を検討する。小学生は知識量が少な

いために「問い」を立てさせるのは難しいとの指摘もあるため、小学生に助言を行う際には、科

学的な疑問を「問い」に変えるための支援に特化し、その効果を図る。中学生には、仮説を立て

る際の条件の決め方、検証方法の妥当性についての助言を行う。 

これらを行うことにより、小中及び高校の連携した探究スキルの向上が図られ、高校生におい

ては自らの研究に対する意識が高まり、自身のメタ認知も促進され、その結果、学びに向かう主

体性や、他者と積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲が育成される。 
 

(4)研究開発の項目 

A) 理数探究 

B) 研究発表大会 

C) 科学英語発表会 
 

D) 特設科学講座 

研究実践講座 

E) 施設見学 

F) 最先端科学技術研修 

G) 小中高連携事業 

H) 外部発表 

I) 教育課程 

J) 先進校視察 

②研究開発の経緯 

【１年】 

時期 
１年⽣ 

実施内容 評価 
４⽉ 中旬 D 特設科学講座   

5 ⽉ 
中旬 D 特設科学講座 ⽣徒アンケート評価１−① 
下旬 D ライフサイエンスセミナー   

６⽉ 中旬 D 特設科学講座 ⽣徒アンケート評価１−② 
７⽉ 下旬 G ⼩中⾼連携事業（⼩中学⽣の相談会①） ⽣徒アンケート評価１−③ 

8 ⽉ 
上旬 E ⼤阪⼤学⾒学 ⽣徒アンケート評価１−④ 
中旬 E 京都⼤学⾒学 G ⼩中⾼連携事業(⼩中学⽣の相談会②) ⽣徒アンケート評価１−⑤  
下旬 E SPring-8、ニュースバルなどの⾒学 ⽣徒アンケート評価１−⑥ 

9 ⽉ 上旬 D 特設科学講座 ⽣徒アンケート評価１−⑦ 
10 ⽉ 中旬 G ⼩中⾼連携事業(⼩中学⽣の相談会③)  
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